
一
月
十
日
、
駐
屯
地
に
お
い

て
、
日
米
の
友
好
及
び
日
米
同

盟
の
連
携
を
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
日
米
共
同
部

隊
訪
問
が
行
わ
れ
た
。

陸
上
幕
僚
長

山
崎
陸
将
、

東
部
方
面
総
監

髙
田
陸
将
、

第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
司
令

官
兼
沖
縄
四
軍
調
整
官

ス
ミ

ス
中
将
が
来
隊
し
、
警
衛
隊
に

よ
る
栄
誉
礼
、
儀
じ
ょ
う
隊
に

よ
る
儀
じ
ょ
う
を
行
っ
た
の
ち
、

概
況
説
明
、
訓
練
・
装
備
品
展

示
を
行
っ
た
。

訓
練
展
示
で
は
、
92
式
浮
橋

を
用
い
た
へ
ん
水
、
連
接
の
展

示
、
渡
河
ボ
ー
ト
を
用
い
た
漕

舟
体
験
、
装
備
品
展
示
で
は
、

07
式
機
動
支
援
橋
及
び
パ
ネ
ル

橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
の
展
示
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
駐
屯
地
司
令
室
に

お
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
、
部
隊

訪
問
を
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
、
豊
田
陸
将
補

が
、
第
三
十
七
代
古
河
駐
屯
地
司
令
と
し
て
着

任
し
た
。

「
地
域
と
と
も
に
活
気
あ
ふ
れ
る
駐
屯
地
」

を
駐
屯
地
司
令
と
し
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、

訓
示
に
お
い
て
、
「
私
た
ち
の
活
躍
の
基
盤
で

あ
る
駐
屯
地
が
居
心
地
の
よ
い
、
ま
た
、
地
域

か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
い
い

駐
屯
地
を
作
っ
て
い
こ
う
。
」
と
の
所
信
の
一

端
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
駐
屯
地
初
度
視
察
に

お
い
て
は
、
隊
員
の
勤
務
場
所
・
営
内
居
室
・

工
場
・
倉
庫
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
隊
員

を
激
励
し
、
現
状
を
把
握
し
た
。

第３７代 古河駐屯地司令
豊田陸将補

十
二
月
二
十
一
日
、
駐
屯
地

年
末
行
事
が
行
わ
れ
た
。

初
め
に
、
各
部
隊
が
餅
つ
き

を
行
う
中
、
駐
屯
地
司
令
が
各

部
隊
等
を
巡
回
し
、
一
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
厚
生
セ
ン
タ

ー
前
に
お
い
て
年
末
セ
レ
モ
ニ

ー
を
実
施
し
、
当
初
、
駐
屯
地

司
令
が
挨
拶
、
次
に
、
協
力
会

会
長
（
古
河
市
長
）
針
谷
力
様
、

後
援
会
会
長

青
木
正
夫
様
か

ら
御
祝
辞
を
頂
い
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
は
、

来
賓
の
方
々
と
駐
屯
地
部
隊
長

等
に
よ
る
祝
い
餅
つ
き
が
行
わ

れ
、
会
場
は
お
お
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

続
い
て
、
体
育
館
等
に
お
い

て
来
賓
の
方
々
と
の
懇
談
や
各

部
隊
Ｏ
Ｂ
、
隊
員
家
族
と
の
会

食
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

各部隊を慰労

来賓祝辞
（青木後援会会長・針谷協力会会長）

駐屯地司令挨拶

祝い餅つき

儀じょう

装備品展示

概況説明

懇談



平
成
三
十
一
年
一
月
十

五
日
、
古
河
駐
屯
地
新
成

人
祝
賀
行
事
を
駐
屯
地
会

議
室
で
実
施
し
、
新
成
人

二
十
六
名
の
前
途
を
祝
っ

た
。祝

賀
行
事
に
お
い
て
は
、

来
賓
の
方
々
が
見
守
る
中
、

全
員
で
国
歌
斉
唱
を
行
っ

た
の
ち
、
駐
屯
地
司
令
が

式
辞
を
述
べ
、
協
力
会
会

長
（
古
河
市
長
）
針
谷
力

様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

そ
の
後
、
新
成
人
を
代

表
し
て
第
一
○
二
施
設
直

接
支
援
大
隊

平
原
士
長

が
抱
負
と
し
て
、
「
社
会

人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚

を
持
つ
・
親
へ
の
感
謝
の

心
を
忘
れ
な
い
・
適
切
な

な
飲
酒
を
心
掛
け
る
」
な

ど
、
二
十
歳
と
な
っ
て
の

誓
い
を
述
べ
た
。

祝
賀
行
事
後
、
駐
屯
地

食
堂
で
祝
賀
会
食
を
実
施

し
、
新
成
人
達
は
、
来
賓

及
び
部
隊
等
か
ら
祝
福
を

受
け
た
。
会
食
の
最
後
に

は
、
先
輩
隊
員
代
表
と
し

て
岡
安
事
務
官
か
ら
「
模

範
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
の
で
、
と
も
に
頑

張
ろ
う
」
と
激
励
の
言
葉

を
も
ら
い
、
佐
藤
士
長
が

「
今
よ
り
も
成
長
出
来
る

よ
う
日
々
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、
一
号
営
庭
で
行

わ
れ
た
成
人
の
主
張
に
お

い
て
は
、
駐
屯
地
全
隊
員

が
見
守
る
中
、
個
人
の
目

標
や
親
へ
の
感
謝
を
大
声

で
発
表
し
た
。

午
後
は
、
市
内
の
篆
刻

美
術
館
に
お
い
て
篆
刻
を

体
験
。
成
人
の
記
念
に
、

石
に
一
文
字
を
彫
っ
た
印

鑑
を
作
成
し
、
祝
賀
行
事

を
終
了
し
た
。

古河駐屯地業務隊
針谷曹長 ２月１６日付

古河駐屯地業務隊
村越曹長 ３月７日付

（２） 平成３ １年１月１ ８日

関東補給処古河支処
島田事務官 ３月３１日付

関東補給処古河支処
鈴木事務官 ３月３１日付

追悼式会場

関東補給処古河支処
上岡曹長 ２月３日付

関東補給処古河支処
塩田事務官 ３月３１日付

顕花

木村士長

酒井士長

奥山１士

平原士長

十
月
五
日
、
勝
田
駐
屯

地
に
お
い
て
茨
城
県
殉
職

隊
員
追
悼
式
が
行
わ
れ
、

古
河
駐
屯
地
を
代
表
し
て
、

古
河
駐
屯
地
司
令
及
び
各

部
隊
等
の
代
表
者
が
参
列

し
、
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ

た
。当

日
は
、
慰
霊
碑
参
拝

に
引
き
続
き
、
追
悼
式
典

が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、

黙
祷
の
後
、
遺
族
、
茨
城

県
知
事
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
、
各
駐
屯
地
司
令
等

が
献
花
を
実
施
し
た
。

終
わ
り
に
、
儀
仗
隊
に

よ
る
弔
銃
が
行
わ
れ
、
式

は
終
了
し
た
。

成人の主張 祝賀行事激励の言葉（岡安事務官）
謝辞（佐藤士長）

新成人抱負発表（平原士長） 駐屯地司令式辞

吉田士長

山口士長

高橋１士

寺本士長

栗原士長

角山士長

平原士長

金野１士

関口士長

佐藤士長

川原田１士

髙島３曹

辰野士長

箕輪士長

小林１士

武田１士

今井１士

新井１士

小峰事務官

小山１士

三浦士長

那須事務官



十
月
油
流
出
を
想
定
し
た

不
測
事
態
対
処
訓
練
を
、
十

一
月
感
染
症
患
者
発
生
を
想

定
し
た
不
測
事
態
対
処
訓
練

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

油
流
出
を
想
定
し
た
訓
練

で
は
駐
屯
地
の
隊
員
を
含
め
、

吸
着
材
・
分
解
処
理
剤
・
オ

イ
ル
フ
ェ
ン
ス
等
、
対
処
資

材
の
格
納
場
所
及
び
使
用
要

領
を
教
育
・
訓
練
し
、
事
案

発
生
時
の
対
処
要
領
の
普
及

徹
底
を
図
っ
た
。

ま
た
、
感
染
症
対
処
訓
練

で
は
駐
屯
地
食
材
を
原
因
と

し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
、
患
者
対
応
か
ら
対
策
本

部
会
議
、
防
疫
班
に
よ
る
消

毒
作
業
の
実
施
等
、
一
連
の

行
動
を
訓
練
し
、
対
処
行
動

の
検
証
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
善
を
図
り
、
各
不
測
事
態

対
処
に
万
全
を
期
し
た
。

十
二
月
五
日
、
関
東
補

給
処
に
お
い
て
持
続
走
競

技
会
が
実
施
さ
れ
、
古
河

支
処
は
、
総
合
第
三
位
と

い
う
成
果
を
収
め
た
。

開
会
式
は
雨
に
見
舞
わ

れ
た
が
天
候
が
回
復
し
、

各
隊
員
が
昨
年
度
の
優
勝

に
続
き
二
連
覇
を
目
指
し

力
走
し
た
が
、
惜
し
く
も

優
勝
に
は
届
か
ず
悔
し
涙

を
流
し
た
。
来
年
は
隊
員

が
更
に
一
丸
と
な
り
優
勝

旗
の
奪
還
を
目
指
す
。

十
一
月
二
十
七
日
、
関

東
補
給
処
長
（
權
藤
陸
将

に
よ
る
初
度
視
察
を
受
け
、

施
設
器
材
の
整
備
・
修
理

及
び
補
給
業
務
の
現
状
を

確
認
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
「
限
ら
れ
た

中
で
真
摯
に
対
応
し
て
く

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
処

長
要
望
事
項
『
更
に
前
へ

が
必
要
で
あ
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

（３） 平成３ １年１月１ ８日

）

ジプチ軍統括教官への教育 ＯＢ会に状況説明 完成した浮橋を通行する来場者

不審者拘束

十
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
平
成
三

十
年
度
秋
季
東
・
北
富
士
演
習
場
定
期
整
備
に
お
け
る

補
給
整
備
支
援
を
実
施
し
た
。

支
援
期
間
中
、
部
隊
の
要
求
に
基
づ
き
、
四
十
四
品

目
百
二
十
九
点
の
部
品
補
給
を
実
施
、
計
七
回
の
補
給

品
輸
送
を
行
う
と
と
も
に
、
野
整
備
部
隊
に
対
す
る
技

術
援
助
を
実
施
す
る
等
、
施
設
器
材
の
可
動
率
向
上
に

寄
与
し
た
。

ま
た
、
本
定
期
整
備
支
援
の
場
を
活
用
し
、
前
方
兵

站
支
援
を
想
定
し
た
指
揮
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て

演
練
す
る
と
と
も
に
、
若
年
隊
員
及
び
事
務
官
・
技
官

に
対
し
て
識
能
の
向
上
の
た
め
現
地
研
修
を
実
施
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
野
整
備
部
隊
に
二
名
の
隊
員
を
派
遣
し
、

野
外
に
お
け
る
整
備
能
力
、
戦
闘
基
礎
動
作
の
練
度
向

上
を
図
っ
た
。

力走する支処隊員

施設巡視（軽徒橋の説明） 業務システムによる在庫確認

野外における施設器材整備

』

３
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の

整
備
と
し
て
、
十
月
、
台
風

二
十
四
号
被
害
復
旧
作
業
、

駐
屯
地
樹
木
の
伐
採
及
び
、

ボ
イ
ラ
ー
送
気
管
管
漏
れ
調

査
等
計
三
十
七
件
、
十
一
月
、

支
処
補
給
品
庫
の
外
壁
補
修

天
井
照
明
取
り
替
え
及
び
、

駐
屯
地
電
気
設
備
保
守
点
検

等
計
三
十
一
件
、
十
二
月
、

給
水
配
管
漏
水
補
修
、
ア
ー

ケ
ー
ド
屋
根
補
修
（
継
続)

、

場
外
着
陸
上
検
査
等
計
二
十

七
件
の
保
守
・
補
修
・
点
検

作
業
を
実
施
し
た
。

特
に
、
十
月
台
風
二
十
四

号
被
害
復
旧
作
業
は
十
二
箇

所
の
復
旧
作
業
を
実
施
し
、

駐
屯
地
の
保
守
を
図
っ
た
。

ま
た
、
十
一
月
、
支
処
第
一

補
給
庫
天
井
照
明
取
り
替
え

は
五
十
灯
を
水
銀
灯
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
し
駐
屯
地
省
エ
ネ
化

を
図
っ
た
。

駐屯地樹木伐採作業
（ﾌﾗﾝﾁｬｰｻﾞｳﾙｽによる伐採）

台風２４号被害復旧作業
（倒木による被害復旧）

油流出対処訓練
（土嚢とパイプによる堰の構築）

感染症対処訓練
（防疫班による消毒作業）

被害状況

復旧後

・

十
月
十
四
日
、
東
京

都
葛
飾
区
で
実
施
さ
れ

た
「
葛
飾
区
総
合
防
災

訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
で
は
、
松
戸
市

方
面
へ
の
帰
宅
が
困
難

と
な
っ
た
方
が
江
戸
川

河
川
敷
に
滞
留
し
た
場

合
を
想
定
し
、
施
設
教

導
隊
（
施
設
学
校
）
か

ら
の
配
属
を
受
け
九
二

式
浮
橋
を
葛
飾
区
と
松

戸
市
と
境
界
と
な
る
江

戸
川
に
約
一
四
〇
ｍ
の

浮
橋
を
架
設
し
た
。

江
戸
川
に
船
橋
を
架

設
す
る
こ
と
は
約
一
六

〇
年
ぶ
り
で
あ
り
、
当

日
は
、
一
千
人
を
超
え

る
来
場
者
が
浮
橋
を
通

行
し
た
。
ま
た
、
器
材

隊
Ｏ
Ｂ
会
も
招
待
し
、

訓
練
等
の
見
学
や
状
況

説
明
を
実
施
し
た
。

九
月
二
十
二
日
か
ら
十

二
月
十
八
日
ま
で
の
間
、

ジ
プ
チ
共
和
国
に
お
い
て

「
ジ
プ
チ
災
害
対
処
能
力

強
化
支
援
活
動
」
に
隊
か

ら
、
特
殊
器
材
中
隊
長
、

本
森
一
尉
、
上
野
二
曹
及

び
、
松
村
二
曹
の
三
名
が

ジ
プ
チ
軍
兵
士
十
名
に
対

し
施
設
機
械
操
作
及
び
教

官
養
成
を
実
施
し
、
ジ
プ

チ
軍
の
災
害
対
処
能
力
等

の
向
上
の
た
め
活
動
し
た
。

十
一
月
六
日
か
ら
八
日

ま
で
の
間
、
習
志
野
駐
屯

地
に
お
い
て
架
橋
中
隊
長

青
木
一
尉
（
当
時
）
以
下

三
十
九
名
が
、
航
空
自
衛

隊
と
の
協
同
訓
練
を
実
施

し
た
。

訓
練
に
お
い
て
は
、
航

空
自
衛
隊
の
重
要
防
護
施

設
を
防
護
す
る
た
め
、
航

空
自
衛
隊
の
隊
員
と
協
同

連
携
し
警
戒
、
監
視
、
巡

察
、
不
審
者
・
武
装
工
作

員
対
処
等
を
実
施
し
た
。



十
一
月
十
六
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
間
、
秋
季

東
富
士
演
習
場
定
期
整
備

に
参
加
し
、
ダ
ン
プ
に
よ

る
全
般
支
援
及
び
界
松
機

道
路
整
備
の
任
務
を
一
件

の
事
故
も
な
く
完
遂
し
た
。

こ
の
間
、
総
運
土
台
数
四

百
六
十
台
・
二
千
八
百
八

㎥
の
骨
材
運
搬
を
し
、
若

年
隊
員
の
操
縦
能
力
及
び

施
設
機
械
操
作
能
力
を
向

上
さ
せ
た
。

（４） 平成３ １年 １月 １ ８日

射撃練成

、

優秀隊員（池田３曹）

銃剣道大会

和やかに行われた会食

練成の様子

演習場において卸下する様子

胴上げ

十
二
月
十
六
日
、
駐
屯

地
曹
友
会
は
「
古
河
駐
屯

地
司
令
杯
小
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
を
開

催
し
た
。

今
大
会
は
、
近
隣
住
民

と
の
交
流
を
図
り
、
自
衛

隊
及
び
駐
屯
地
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
向
上
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
近
隣

小
学
生
を
招
待
し
て
実
施

し
た
。

当
日
は
、
駐
屯
地
司
令

の
挨
拶
の
後
、
小
学
生
代

表
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣

誓
で
幕
を
開
け
た
。

大
会
は
、
二
ブ
ロ
ッ
ク

八
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
を
実
施
し
、
白
熱
し
た

試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

ま
た
、
休
憩
時
間
等
に

は
広
報
展
示
室
や
展
示
車

両
の
見
学
を
行
い
、
笑
顔

を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

試合 選手宣誓

十
二
月
十
一
日
か
ら
十

四
日
ま
で
の
間
、
団
戦
技

及
び
兵
站
競
技
に
参
加
し
、

各
種
目
に
お
い
て
中
隊
代

表
選
手
が
練
成
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
断
郊
走

四
位
、
漕
舟
三
位
、
銃
剣

道
六
位
、
兵
站
六
位
の
成

果
を
収
め
、
中
隊
の
戦
闘

戦
技
能
力
及
び
炊
事
能
力

を
向
上
さ
せ
た
。

戦技競技会（断郊走）

十
一
月
十
五
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
の
間
、
東
富

士
整
備
支
援
隊
と
し
て
、

当
該
整
備
に
参
加
し
た
。

本
整
備
支
援
隊
の
編
成

に
あ
た
り
、
平
素
の
直
接

支
援
体
制
を
保
持
し
つ
つ
、

全
般
支
援
大
隊
の
一
部
の

支
援
（
需
品
整
備
機
能
）

を
受
け
て
、
第
一
線
部
隊

の
装
備
品
の
高
可
動
率
維

持
に
寄
与
し
た
。

十
二
月
十
九
日
、
第
一

〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊

断
郊
走
競
技
会
を
実
施
し

た
。四

名
一
組
と
し
て
、
十

四
組
五
十
六
名
が
力
走
し

隊
員
の
体
力
・
気
力
の
向

上
、
部
隊
の
団
結
の
強
化

及
び
士
気
の
高
揚
を
図
っ

た
。

特大型ダンプ故障整備

断効走

十
二
月
四
日
及
び
七
日

の
二
日
間
、
松
戸
駐
屯
地

に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
平

成
三
十
年
度
二
高
群
持
続

走
競
技
会
に
参
加
し
た
。

成
績
は
準
優
勝
で
あ
っ

た
が
、
選
抜
走
・
一
般
走

と
も
に
自
己
新
記
録
を
更

新
し
て
お
り
、
各
人
は
、

日
々
の
努
力
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
来
年
度

の
優
勝
を
目
標
と
し
、
練

成
を
維
持
す
る
。

十
二
月
十
二
日
、
二
高

群
銃
剣
道
大
会
に
参
加
し

た
。成

績
は
団
体
戦
第
三
位
、

個
人
戦
に
お
い
て
も
山
口

一
士
が
一
任
期
未
満
の
部

第
二
位
、
松
永
士
長
が
陸

士
の
部
第
三
位
と
優
れ
た

成
績
を
残
し
た
。

指
導
部
の
熱
心
な
指
導

に
よ
り
、
若
年
隊
員
が
良

い
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
中
隊
に
と
っ
て

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

十
一
月
三
十
日
、
古
河

派
遣
隊
へ
第
一
〇
五
基
地

シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
長
初

度
視
察
が
行
わ
れ
た
。

古
河
駐
屯
地
内
の
通
信

隊
が
管
理
す
る
各
施
設
や

営
内
者
居
住
区
等
を
視
察

し
た
の
ち
会
食
、
懇
談
を

行
っ
た
。
大
隊
長
は
「
力

を
合
わ
せ
職
務
を
遂
行
し

て
ほ
し
い
。
」
と
述
べ
た
。

派
遣
隊
は
、
隊
長
を
中

心
に
一
致
団
結
し
、
職
務

に
邁
進
し
て
い
く
。

十
二
月
十
一
日
及
び
十

三
日
に
朝
霞
駐
屯
地
で
行

わ
れ
た
、
群
持
続
走
競
技

会
に
参
加
し
た
。

本
番
で
よ
り
良
い
結
果

が
残
せ
る
よ
う
に
各
人
練

成
に
励
ん
で
臨
ん
だ
持
続

走
競
技
会
で
は
、
練
成
の

甲
斐
も
あ
り
、
試
走
よ
り

好
タ
イ
ム
を
記
録
す
る
な

ど
練
成
の
成
果
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

十
一
月
十
五
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の
間
、

定
期
演
習
場
整
備
会
計

機
動
支
援
班
と
し
て
川

端
三
佐
、
佐
々
木
二
曹
、

池
田
三
曹
が
参
加
し
、

整
備
隊
に
必
要
な
借
上

器
材
に
係
わ
る
調
整
、

糧
食
品
現
地
調
達
対
応

等
を
実
施
し
た
。

第
一
施
設
団
長
よ
り
、

優
秀
隊
員
と
し
て
池
田

三
曹
が
表
彰
を
受
け
た
。

十
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
の
間
、
東
部

方
面
会
計
隊
射
撃
競
技
会

至
近
距
離
射
撃
の
部
が
実

施
さ
れ
た
。

基
本
射
撃
及
び
至
近
距

離
射
撃
に
お
け
る
得
点
、

射
場
勤
務
、
分
解
結
合
等

総
合
的
に
採
点
さ
れ
た
結

果
、
全
十
個
部
隊
中
、
二

年
連
続
の
優
勝
と
い
う
成

果
を
収
め
た
。

来
年
度
も
成
果
を
収
め

ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
ゆ
く
。


